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エッサ・デ・ケイロース著『マイア家の人々』（ 7 ） ― 2 ―― 3 ―
その性格は、長くつらい旅のあいだに青銅のような堅固さを獲得していて、アフォンソにしてみれば「あれこそまぎれもない男」だった。早起きのクラフトはオリヴァイスを朝早く馬で発つので、マイア家の昼食にふらりとやってくることもあったが、アフォンソとしてはできることなら毎晩でも夕食に招待したかった。とはいえ、少なくとも夜はきまってラマリェーテで過ごしていた。本人の言によれば、教養のあ 育ち 良い人たちに囲まれて落ち着い 会話ができる隠れ家が、リスボン やっと見つかったのだから。
カルロスはめったに外出しなかった。仕事といえば読書だけ。





です！」実験室までもがカルロスの評判に悪影響を与えてい 。金持ちで、インテリで、新しも 好きで、当世風のカルロス 患者に致命的な人体実験を施していると同僚たちが言 のである『医ガゼタ・メディカ
療新報
』で開陳した、ウィルス接種で流行病を予防できるとい
う考えも笑いものにされていた。夢物語だと思わ ていた だ。そこでカルロスは古代医学と近代医学にかんする自著に逃避し、金持ちの芸術家よろしく暇に飽かせ 執筆に精を出して、一、二年分知的興味をすべてそこに投入していた。
その朝、室内でチェスの試合が粛々と進むいっぽう、テラスでは







置きにラマリェーテに立ち寄ったが、この名刺と う がこれみよがしのややこしい珍品で、角を折り曲げているように見せかけてそこに肖像写真をはさん あ 。写真 は羽根飾りのついたヘルメットをかぶった男が写っており、その下には「ダーマゾ・カンディド・デ・サウセデ」 、そのさらに下には「キリスト聖職禄受給者」と勲章名 添えられてい 。一番下 は住所が ラパ
（４）
、サン・
ドミンゴス通り」と記されていたが、この住所 棒線が引かれ、横にもっと見栄えのする「カピュシーヌ大通り グランド・ホテル、一〇三号室」というフランス語の文字が青インクで書かれていた。それからサウセデはカルロスに会おうと診療所も訪ねたが、不在のため召使いに名刺をもう一部渡しただけだ た。だがある日午後、アテロを歩いているカルロスの姿をついに見つけて駆け寄ると、なんだかんだと食い下がって、まんまとラマリェーテま ついてきたのである
ラマリェーテでは中庭に入っただけでまるで美術館にでも入った














イアさん。外国で夏を過ごし い社交界の若者にとって、どちらが洗練されているでしょうか ニースとドーヴィルでは？…家の外に出ると、感動さえ伺えるまじめな顔 、 （もし秘密 し いらっしゃらないのな 教えていただきた の す ）マイアさん御用達の仕立て屋はどちらでしょうか、と尋ねるのだった。
この日からダーマソはマイア家から離れなくなった。カルロスが
劇場に姿を見せれば、たちまち席を離れてすっ飛ん ゆく 厳粛なアリアの真最中でもおかま なし 紳士のブーツを踏みつけ、ご婦人の服をしわくちゃ して席を離れると、折り畳み式のシルクハットを突然広げ、アリーナ席のカルロスの横にやってくる。赤 頬で、燕尾服には椿を挿し、袖口にはボールほどもあ 巨大なボタンをこれ見よがしにくっつけている。一度か二度、カルロスが まクラブ・グレーミオに入ったときなど、ダーマソは対戦相手の憤慨もなんのその 勝負を放り出すと、カルロスにくっつ てマラスキーノ酒や葉巻を勧めながら、部屋から部屋へと犬のよう つまわった。そんな日の一齣だった。カルロスがくだらない冗談を言
うと、待ってましたとばかりにダーマソが涙を流してソファの上を笑い転げ、横っ腹に手を当てて可笑しくて腹が痛いと叫んだことがあった。グレーミオの会員たちが寄ってきたが、ダーマソははあはあ言いながらながら冗談をくり返し いる。カルロスは腹を立ててその場から逃げ出し、ついにはダーマソが嫌いになった。カルロスはダーマソにつっけんどんな返事 かしなくなり、遠くにあの頬丸々と肥えた腰が見えると 危険も顧みず、軽装二輪車を急に方向転換するようになった。だがこうした努力も結局無駄だった。ダーマソ・カンダィド・デ・サウセデはカルロスに喰いついたままいつまでも離れなかった で る
その後のある日、タヴェイラがとんでもない話を引っ提げてラマ
リェーテに現れた。前日グレーミオで、 あるグループがマイア家の人たちについて論評をしてい 。どうや そのなかのゴメスとかいう輩がカルロスはアホだと怒鳴っ らしい（タヴェイラは現場に居合わせておらず、話 他人からのまた聞きだ た） 。そばで『リリュストラスィオン』誌を読みふけ てい ダーマソ 真 蒼な顔ですっくと立ち上がり わたしはカルロス ダ マイア氏と親交を結ばせていただておる者だが、もしこれ以上あの紳士を汚すような言辞を弄 るなら、あなたの脳天をステッキでかち割りますゴメスに言い放った。ゴメスは言葉をぐっと呑みこんで、じ と下を向いていた。生まれ がらに虚弱な体質だっ こ もあるが、じつはダーマソの店子 、家賃の支払い 遅れに遅れていたからでる。アフォンソ・ダ・マイアはこの事件を偉業として讃えた。カルロスがダーマソをラマリェーテの夕食に連れてくるよう望んだのは、じつは である。
夕食に呼ばれたこの日は、ダーマソにとって、空色と金色で染め
上げられたように美しい日だっ しかし、気分がやや優れず まだベッドに横になっているカルロスが、若者がやるようにダーマソを寝室に迎え入れた朝 、それにもまして素晴らしかった…この
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る原稿を浄書しているところにやってきて リトグラフさながらのびっくりするほど美しい文字で浄書を手伝った。それ以来、ダーマソはカルロスの机で数時間過ごすよう なった。顔を真っ赤に上気させ、眼をまん丸くして、舌先を出しながら熱心にメモ書きや雑誌の写しや本のネタを書き写 ゆく。それ まさに気心の知れたため口を許 るほどの献身ぶりで カルロスもそれでため口を認めたのだった。
ただ、ダーマソは、伸ばし放題にし始めた髭から、はては靴の形






























惰にふたたび落ち込んで『フィガロ』紙を舐め ように読み始めた。ついに室内のルイ十五時代の時計が銀鈴のような澄 だ音 二時を打った…「いい女だよ、こいつは！」ダーマソは自分の太腿をポンと叩きながら叫んだ 「だれのことが新聞にのってると思う？シュザヌだよ。おれのシュザンヌ！」カルロスは本から眼を離さない。
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なになに、恋多き女だってさ。おれとのこともきっと知 てたはずだ…パリじゃだれでも知ってたからな。それにしてもンヌ、あいつはいい脚してたあの娘と別 る は大変だ たよ！」「女の話ね！」カルロスはそう呟いて、ますます雑誌に没頭した。「おれが仕留めた女」の話をしだすとダーマソは怒涛のように語って止まなかった。どんな女も哀れなことにダーマソの人柄と
「ファッション」には抗うことができないと固く信じ込んでいたのである。そして事実、リスボンで その通り た。四
クーペ 輪箱型馬車
と馬をもち、社交界で一目置かれた金持ちである。若 女な だれでだって甘い眼差 を投げ ける そして裏
ドゥミ・モンド
社交界では、本人いわ
く、 「ものすごい威光 放ってい 」 。ダーマソはスペイン を自宅に囲うことで首都では若いころから有名 った。月極めで四輪馬車を女に貸し与えていたが こうした並外れた豪華さから、たちまち淫売屋のドン・ジョアン五
世（７）
と持ち上げられるようになった。ガ
ファニャ伯爵夫人との関係でもその名 とどろかせて る。ガファニャ伯爵夫人とくれば、がりがりに痩せた白塗りお化けで、ポルトガルで地位のある男を全員喰 た女 ある。ダーマソの順番が巡ってきたときには、五十 なりなんとする年齢だっ 。もちろん、こんなぎしぎし軋る痴 を抱いて恍惚となれるはずがない。だが、夫人は若いときには王 ベッドで寝たこ も ったらしく、厳めしい髭が夫人を舐めまわしたのかと思う 、崇拝の念がダーマソ
を魅了した。そしてへいこらしながら嬉しそうに夫人のスカートにしがみついていたが、欲求を満足させてうんざりした老女は、侮辱の言葉 投げつけて男を無理矢理追い払った。次いでダーマソが見舞われたのは悲劇であった。プリンシペ・レアウ劇場の女優で、肉の山のような女がダーマソに惚れた。女はある晩、嫉妬とジンに煽られて、マッチ箱 呑み込んだ。女の傍らで泣いているダーマソのチョッキのうえに汚らしく箱を吐き出し、数時間後には落ち着きを取り戻しが、それ以来、この愛の男は、悲運の男と称 れるようになってしまった である！ダーマソ自らカルロスに語ったところによれば、こうした悲劇を くさん経験すると 怖くて怖くて女を見つめられなくなるらしい…「シュザンヌともひと悶着あったしなあ！」しばらく黙って唇のささくれを探してから言 。そしてため息をひとつつくと、ダーマソはまた『フィガロ』を手
















と葉巻を置いたそばの庭用テーブルに行った。 「この国で起きたことを確認する めに」 、 『ガゼタ・イルストラーダ』
（８）
に目を通そうと
いうのである。雑誌に目 やったとたんにダーマソが叫んだ。「またデビューか？」とカルロスが訊く。「いや、あの野郎、カストロ・ゴメスのことだ！」『ガゼタ・イルストラーダ』はこう報じていた。 「ブラジルの紳士、カストロ・ゴメス氏は、プラサ・ノーヴァで起こった不幸にさいし献身的な犠牲となられたが（この件 ついては当方の特派員Ｊ． Ｔ． が詳細にわたって忠実に伝えている） 、この び健康 回復し、ホテル・セントラルに投宿中の模様。この大胆な紳士にはわが社より祝福を送りたい」「陛下はご回復なさったそうだ」とダーマソが、雑誌を脇に放り投げながら大声で言った。 「なるほど、なるほど。となると今度おれが思っていることを面と向かってぶちまけてやる番だ。あの恥
知らずめ！」「ちょっと大げさじゃないか」 。雑誌をひったくると、記事を再読したカルロスは呟いた。「大げさだって？」ダーマソは立ち上がって叫んだ。 「そうおっしゃるなら教えて進ぜよう。もしおれだったら、きみだってどんなに…あいつは野獣だ！野蛮人だそして、自分の心を傷つけた例の出来事を、もういちどカルロス
に語ってきかせた。あれはボルドーから着いたときだった。カストロ・ゴメスがホテル・セントラルに投宿してすぐ、二度ばかり名刺を置き 行 たんだ。二度目はエーガのディナーがあった翌日だった。ところが陛下ときたら訪問にお礼も言ってくださらない！その後、夫婦はポルト 発った。そのポ トでカストロ・ゴメスがひとりでプラサ・ノーヴァを散歩しているときだ。見ると、小型四輪馬車の二頭の馬の みが外れて、お嬢さんがふたり叫んでいる。ゴメスは馬のはみに飛びついて止めようとしたが、突き飛ばされ 格子に当たり、腕を脱臼したって次第だ。こう て、ポルト ホテルに五週間いるはめになった。おれは（例によっ 奥方に目をつけいたからだが）すぐに電信 二通送ったよ。一通は、同情 遺憾意を伝えるもの。もう一通はどうして るか連絡が欲 旨伝えるものだっ 。あの野郎、どちらにも返事をよこさなかった。「だめだ。許せん」テラスを行ったり来たりしながら、この侮辱を思い返しては声を上げた 「思い知らせてやる。どうや いいかまだわからんが、きっと痛い目に合せてやる…こんな侮辱、相手がだれだろうと許すことはできない。誰だろ と！」このとき室内から書斎のドアが開く音が聞こえてきて、ほとんど
間を置かずにエーガが現れた。狼狽し、慌てたようすである。「やあ、ダマソジーニョ！…カルロス、ちょっと下で話があるんだが、いい ？」ふたりはテラスから階下に降りると庭に入り、満開のハナズオウ
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が期限の手形が九十ポンド分あるんだ。そのうえ、エウゼビオジーニョに二十五ポンドの借金がある。あいつ、恥知らずな手紙を書いて要求してきやがった。というわけでおれは今絶望の淵にいる…「あの悪党には支払わなきゃならん。今度あいつの顔を見たら、その面に唾で手紙貼っつけてやるわ。その他に例の手形だ！全部で十五トスタン…」「エウゼビオジーニョは杓子定規 男だか な…じゃ、全部で十五ポンドでいいんだね とカルロス 言った。エーガは顔を赤くしながらもじもじした。カルロスにはすでに借
金があるのだ。無尽蔵の金庫のように、いつもこの友情にすが ことになってしまう。「いや、八十でいい。腕時計を質屋に入れるから。それと毛裏付きの外套も入れる。も 寒くな し…」カルロスは微笑み、小切手を書きに部屋へ昇っていった。そのあ
いだエーガは、フロックコートに飾る薔薇の蕾を慎重に選んでいる。まもなくしてカルロスが戻ってきた。手 は百二十ポンドになる小切手を持っていた。エーガ 武装用だ。「神の祝福があるように！」エーガはそう言うと、小切手をポケットにしまって、大きく安堵のため息をついた。すぐにでもあの守銭奴野郎エウゼビオジ ニョに派手な攻撃を仕






もだとし 思えない…「なんにもわかっちゃいないんだなあ」とエーガは大声で言った。 「あの女、おま にぞっこんだぞ…おまえの名前を口にしただけで、顔真っ赤にしてるんだから」とても信じられないといった顔でカルロスが笑うので、エーガは
すこぶるまじめに、誓ってもいい、と言って語り始めた。おれはバルザックじゃないし、鋭い観察眼を持ってもいないが、も はきちんと見える方 。あの女は、顔 眼にも、誠実な思いが っきり表れている…「いいか、絵空事なんか言ってないからな…おまえこ が好きなんだよ、ほんとうに！おまえさえその気になりゃ、ありゃ つだって落ちるぞ」宗教や道徳や社会や家庭の法がどんなに広大無辺でも、それを打
ち破ることができ と考えているエーガ メフィストフェレスぶりが可笑しかった。「いいよ、わかったよ」とエーガは叫んだ。 「そっちがそうして道徳の教科書だの法令集だのくだら ものを持ち出してくるんなら、この話はもう終わり ！貞淑の疥癬を移されて、なんでもかんで





















ノーはなるべく避けて欲しいと言っていた。こうしてカルロスはドミノーを着る口実を失っ しまった。たかだか二・三十ポンドに恋々とする男では い。しかもルネサン の騎士のよ なまばゆい肉体をもっている。少 く もフランソワ一世のよう 立派な姿で会場を彩らなければ ら嘘だろう。「そこにこそ」エーガは熱くなって続けた。 「そこにこそ仮装夜会の美が存するわけだ！そう思わないか、ダーマソさん 各人、己の姿を活用しなくちゃいけない…たとえばゴヴァウリーニョ夫人なんかきっといいぞ。インスピレーションがあったから あ 赤毛と低い鼻、張り出した頬骨。ま でマルグリット・ド・ナヴァールだ！…」「だれがマルグリット・ド・ナヴァールだって？」クラフトとテラスに現れたアフォンソ・ダ・マイアが訊く。「マルグリット、アングレーム公爵夫人にして、フランソワ一世の姉にして、マルグリット中のマルグリットにし 、ヴァロワの真珠にして、ルネサンスの庇護者にして、ゴウヴァリーニョ伯爵夫人」エーガは呵呵大笑するとアフォンソを抱きしめ、コアンの舞踏会
について話し合っていたところだ 説明した。そ てカルロスの不吉なドミノーについ アフォンソに、次いでクラフトに意見を求め


















































とっては不愉快極まりなかった。この日の午後は、いつものよう獏の皮でできた胸当てをつけ、真鍮製のマスクを被 だけで、たちまち汗が噴き出し、顔が真 白になった。フルーレを手にして眼の前に立ちはだかるクラフトが、沈着冷静 ヘラクレ のような肩と、明るく冷たい眼をした残酷な野獣のように見える。二本の剣先が擦れ、ダーマソ がたが と震えた。「しっかりしろ！」カルロスが叫ぶ。不幸な男は太った脚のうえでゆらゆら揺れていた。クラフトのフ
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「トゥネ（よろしいですか） 。ジュ・ヴェ・ヴ・ディール・ユヌ・ショーズ（ひとつこんな話が） 。アントル・ヌ はだれにも言わないでいただきたいのです 」しかしカルロスは話を聴いてもいなければ、微笑んでさえいな
かった。アテロの外れから、ひとりのご婦人が急ぎ足 こちらに近づいてき からである。地上に降り立った女神のようなあの歩き方。スカートにまとわりつく銀色の牝の子犬。古代の大理石の うに豊かな線の下で優雅に力強くうねるあ 官能的な肉体の魅力 カルロスはすぐにわかった。 女
ひと
だ。全身黒づくめだった。その質
素なサージのドレスは、婦人の人柄を自然 補い、ぴったりと体を包んで、真っ直ぐななかにも純粋 力強い雰囲気を与えている 手にはイギリス製の日傘をも ていた。きゅっと細身に締めて、まるでステッキのようだ。こうし 輝く夕陽 包ま て歩くそ 姿 、さびれた町の侘しい波止場を背景にすると、全身が奇妙 浮き出見える。さながら高度な文明 洗練 極致であった。しかし、カル














いずこも寂寥としている。ステインブロケンは病気になる前も外務大臣に同じことを言っていなか たか？ビーコンスフィールド卿は手強 。 れからどうなるのか、と。いったいステインブロケンはなにが言いたいんだ？しかも外務大臣は肩をすくめていたし…外務大臣はなにも知らないら い…「エー・ウィ（いや、そうなんです）！ビーコンス ィ ド・エ・トレ・フォール（ビーコンスフィー 卿はじ に手強い）…ヴ・ザヴェ・リュ・ソン・スピーチ・シェ・ ・ロ ル
=
メー
ル（あの男が市長宅でしたスピーチをお読みになったことがありますか）？エパタン（それがすごいでんすよ） 、モン・シェール（カルロスさん） ・エパタン（ものすごい）！…メ・ヴォワラ（でも、結局） …ウ・ヴァ・ティル（あいつが ったいどうなるのか） ？」「ステインブロケンさん、うかつにもアテロくんだりにぐずぐずしていて、体を冷やしてしまったらよくありませんよ…」「そうですか？」慌ててお腹と下腹に手を当て、外交官は大声で言った。こんなところに一刻もぐずぐずしていたくない！カルロスも帰







してアテロに入ってすぐ、ほんのしばらく歩いただけで、木々のあいだに女の姿をみつけた。しか その日はひとりではなかった。横には夫がいた。生成り色のカシミアのジャケット 着て、ダイアモンドをあしらった馬蹄形のタイピンで黒 サテンのネクタイを留めている。洗練され 盛装だ。物憂げに そして所在なげに煙草を喫い、手には雌の子犬を引いている。通りが りに、不意を衝かれようにカルロスを見遣っ 野蛮人のあいだに文明人 姿をした人間がやっと見つかった、とでも言いたげな眼だった。 して妻 二






























け、腕組みをしたまま 母親らしくいささか不安げ ようす カルロスの診断を待っている。
カルロスは、男の子のカラーのボタンをはめてから言った。「奥さん、まったくご心配には及びません」それでも医者としてひととおりのことを訊い おこうと、チャー





「まさにそこが問題でなんですよ」とカルロスは強い調子で言った。 「これじゃあわが医学にたいする敬意 いささかも抱かせてもらえませんからね…すっかり模様替えをして、剥製の鰐や梟や角のある動物とか、骸骨とか、二つ折りの本の山なんかを置 うかと考えています」「ファウスト博士の部屋みたいですね」「まさに、ファウスト博士の部屋だ」「メフィストフェレスが必要ですわね」伯爵夫人はヴェールの下で眼を輝かせながら楽しそうに言った。「わたしとしてはマルガ ーテが！」あらほんとうに？とでも言うように伯爵夫人は肩をそびやかし
た。きれいな仕草だった。それからチャーリー 手を取ると戸口に向って一歩あゆみ 進めると、もういちど身だしなみを整えた。「奥方さまは私の部屋にご興味があるごようすです で」伯爵夫人を引きとめようとカルロスは言い足した。 「もうひと部屋紹介させていただけませんか」カルロスは仕切りの緞帳を上げた。夫人はカルロスのそばに寄る
と、クレトン生地が爽やかで、明るいツートンカラーが てき短く囁いてから、ピアノを見て思わず顔をほころばせ「患者さん方、カドリールでもお踊りになるのかしら？」「伯爵夫人」とカルロスはゆっくり答えた。 「私には、カドリールが組めるほどの患者がおりません。ワルツだってめったにできなほどでして…ピアノはただ楽し 雰囲気を出すために置きました。問わず語りに健康を約束する めです。いずれまた夜会が楽し























父も、既婚のご婦人方を家にお迎えすることができないんです。ラマリェーテは僧院のように陰鬱になりはじめております。ドレスの熱気も、女性の芳香も知らずにこのまま数か月たてば、床の絨毯からはぺんぺん草が生えてくるでしょうね。「そんなわけで」とカルロスは真顔で言い足した。 「ぜひ祖父を結婚させようと考えている次第です」伯爵夫人は笑った。黒いヴェール 通し 、きれいな可愛 しい
歯がこぼれた。「カルロスさんの陽気ところが好き」と夫人は言った。「養生の問題です。奥方さまだって陽気ではないですか？」そうかしら、とでも言わんばかりに夫人は肩をそびやかした。そ
れから、明るい色の絨毯のうえで輝くエナメル革 ブーツをパラソルの先でこつこつ叩きながら言った。「そうかしら。だって私、陰気だ、鬱だって言われてますもの…」カルロスの眼が伯爵夫人の眼を追い、ほっそりとした長い脚
きゅっと包み込むエナメル革のブーツにじ と注がれた。チャーリーはその間、ピアノの鍵盤にさわって遊んでいる。カルロス 声をひそめて言った。「奥さまの養生に問題があるからです。うちにいらして診察、加療していただく必要がありますね。きっとご忠告できることがたくさんあると思います！」伯爵夫人は、はっとして スを見上げると、熱のこともった
声で、カルロスの言葉にかぶせて言った。その眼からは優し と歓びのきらめきが迸っている。「そのまえに、ぜひ近々拙宅にいらして。お茶をご一緒にいかがですか。五時に…チャーリー！」男の子はすぐにやってくると母親の腕にぶらさがった。

































香りを味わ 、そのあとでぽいと捨てることだっ きる！いやだめだ。バプティスタも言っ いたじゃないか、伯爵夫人は ちども遊んだことのな 女だって。そもそ 、嫉妬 嵐 翻弄され なんてまっぴらだ。三十路女の深情けにはまると、な なか抜け出せないし…女を腕に抱いているときだって心は冷え ままだろう。最初の好奇心が満たされればキ だってうんざり、もうしたくななる。冷めた快楽の退屈さと ったら、それは う…それに家族と親しく付き合わなければならないし。家に入 けば伯爵から親しげにポンと肩を叩かれ、持説をぽつりぽつり 垂れる声に耳を貸さなければなら …そんなのうんざりだ…それにい も伯爵夫人の、あの大胆さはいい！あそこにはいささかロマン主義がある。かなりふしだらで刺激的 ロマン主義が…それに、きうっとりするような肉
ボディー
体の女だろう…カルロスの想像力は女の服
を脱がせ、サテンのよう その曲線に包ま 。そこにはな か成熟した、と同時に処女のような香りが漂っている…そして、あの赤みがかって縮れた官能的な髪を、サン・カル ス劇場で伯爵夫人に出会った最初の夜の頃の に、ふたたび眼の前にするのだった

















でレンタルし 大きなランドー型馬車に まばゆいばかり 女性と乗っていたが、女性は ても洗練されていて外国人のようだったという。
「そりゃ驚いた」とカルロスは叫んだ。 「で、雌のスコッチ犬を抱いていなかったか？」「まさに雌のスコッチ犬だった。毛並みが銀色のグリフォン…ありゃだれだい？」「真っ黒の髭をたくわえた痩せた若者が一緒じゃなかったか？ちょっとイギリス人風の「そのとおりだ…どんぴしゃり。スポーツマンぽかったな。れなんだい？」「ブラジル人、だと思う」おそらくカストロ・ゴメス夫妻だ！まったくおどろきだ。ダー
マソがテラスで拳を握りしめ、カ トロ・ゴメス夫妻とその「無礼」を激しく非難したのがわずか二週間前！もっと詳しいことを教えてくれ、とカルロスがタヴェ ラに頼もうとし その きだった。折あしく、侯爵が寝そべっていたソファから声を上げて、その日の『ガゼタ・イルストラーダ』に載っていた大事件について意見を聞かせてくれとカルロスに言ってきた。 「 『ガゼタ イル トラーダ』ですか？…」カルロスは、その日の朝、まだな も知らなかった。どの新聞・雑誌にも目を通していなか のである。「それじゃあカルロスにはだれもなにも言っちゃだめだぞ」と侯爵は叫んだ。 「サプライズ たいからな。ここに『ガゼタ』はないのか？だれか『ガゼタ』を持っ 来てくれ！」タヴェイラが呼び鈴の紐を引き、召使いが『ガゼタ』を持って来
ると、それをひっ くるようにし タヴェイラ 厳かに読み始めた。「まずは肖像写真をカルロスに見せてやってくれ」立ち上がりながら侯爵は大声で言った。「記事が最初ですよ！」とタヴェイラが叫んだ。 『ガゼタ』を後ろ手に隠して守った。しかし周囲の圧力に屈して仕方なく、開いた聖骸布のように雑誌





ン・ダ・エ ガのイニシャルが署名されてい ！「愚かなことを！」とカルロスは思わず大声で言って、雑誌をビリヤード台の上に投げ出した。「愚かどころじゃない」とクラフトが言った。 「こりゃモラルにたいする意識の欠如だよ」侯爵はこれに反論した。記事は気に入った。すばらしい、なかな
か巧妙だ！…それにそもそもこのリスボンに、モラ の欠如を気にする輩がいるか？「クラフト、あんたがリスボンを知ら だけだ！ここじゃあ、こんなことだれだって当たり前 と思っているんだよ。家族と親しい付き合いをしていれば主人を褒める。エーガは奥さんの賞賛者だ。そうしたら夫におべっ を使ってなにが悪い。ここリスボンじゃ当然の話だ…まあ見ててみろ、この記事、いずれきっと功を奏するから…それに見事 文章とはまさにこ こと ！侯爵はビリヤード台から雑誌を取り上げ、マダム・コアンの薔薇








タヴェイラの腕を取ると廊下に連れ出した。「なあ教えてくれ。ダーマソと例の人たちを見かけたのはどこだ？どっちの方に行こうとしてた？」「シアード街を下っていた。一昨日、二時ごろだね…きっとシントラ方面に行こうとしてたんじゃないか ランドーにスーツケースをひとつ積み込んで、後ろから、もっ 大きなトランクを抱え召使いがクーペに乗ってついてき ら…いやあれはどう見てもシントラ行きだな。それにしてもご婦人の神々しいこと！
装トワレット
いと
いい、雰囲気といい、粋なと ろ いい。おい、あれはヴィーナスだよ！…あいつどこで知り合った だろう？」「ボルドーだとか船上だとか言ってたようだが」「おもしろかったのは、あいつがそのシアード街に振りまいていた愛想だ。右顧左眄で挨拶振りま てさ…身を屈めてご婦人にそっと囁いて ぜ。眼なんかトロンとしちゃ かにも勝利者でございって感じ った 」





でパイプ 手に上の空でアアとかウウとかしか言わな クラフト遣り込める主張を終えるまで待たなければなら 。 ころがエガの記事がどうだ、 「モラルにたいする意識」がどうだと話がまだ続いている。すでに神の話、ガリバルディの話、果 は名高き猟犬「フィノーリオ」の話まで出ていて、今度は良心を定義しようという始末…良心なんてものは公安にたいする恐怖心にすぎないと侯爵は考えていた。良心の呵責に悩むやつ こ があるか、クラフトくん。ないだろ？そんなもの、コンデス通りの劇場 メロドラマのなかにしか存在しないんだよ…「いいかクラフト、こういうことだ」侯爵をゲーム卓に引っ張ってゆこうとするタヴェイラに負けて、最後に言った。 「良心の問題ってえのは教育の問題 ん 。マナーと同じで 後から身 着ける…それ以外の人たちにとっちゃ、刑務所や棒打ち たいする恐怖心のことだ…ああ、先週の土曜みた にみなさんドミノゲームをやりたいとおっしゃる？わ りました。お付き合いいたしましょう…」エーガの記事にもういちど度目を通していたカルロスも、ゲーム
卓の方へと向った。着席して牌をかき混ぜていると、居間の戸口にステインブロケン伯爵が姿をあらわした。ジャケットを着て、白いチョッキには大きな十字の勲章をつけ、小麦の穂のような輝くばかりの金髪をぴちっと撫でつけている。王宮で晩餐会に出たあと、その日のソワレの締めくくりに家族でラマリェーテにやっ きたのである…
すると、かの腸の病気以来伯爵に会っていなかった侯爵は、ドミ
ノ牌を投げ出して伯爵に走り寄り、騒々しくあいさ を ながら抱きしめた。そして、伯爵に他 人と握手をして腰を下ろす暇も与えず、フィンランド 例 美しい歌を歌ってくれないか、魂に沁み渡る曲のうちひとつだけでも、と伯爵 懇願した。「 『バラード』だけでも、ステインブロケン…これからパーティーがあって、私もあまりゆっくり ていられないし。 『バ ード』だけでも！…さあクルジェス、急いであっち 行 、ピアノを頼む…」外交官は微笑むと、王宮の陛下の御前ですでに妙なる調べを奏で
きたので疲れておりまして と言った。ただ 侯 の例の陽気 懇願はこれまでもいちどとして断ったこ がなかった。そこでふたりは、名残惜しそうにソファの端から身を引き剥がしたクルジェス後を追い、腕を組みあってピアノの部屋に向かった。そしてしばらく後に 半ばおろされた戸口の緞帳 す 間から、 「バラード」をメランコリックに揺らす外交官 美 いバリトンが ピアノ すすり泣きに入り混じって漏れだし、居間に広がってい フランス語に訳された「バラード」 歌詞は、北国 寂しい霧、凍てついた湖、金髪の妖精を歌っている。侯爵はこの歌詞が大好きだ
しかしタヴェイラとカルロスは、一ポイント一トスタンの賭け率
でドミノの大試合 始めていた。ただその晩、カルロスはゲーム興味がもてず、集中できないままに「バラード」の寂しげなメロディーを小声で口ずさんでいた。そし タヴェイラ 牌が一枚だけ
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ゼ一世の信任を得て長期に啓蒙的専制政治を行った。
（
14）フランスの経済学者（一八一六年
―
一九〇一年） 。
（
15）フェンシ グ 一種。フルーレという細身の剣を使う。
（
16）初代ビーコンスフィールド伯爵、ベンジャミン・ディズレーリ（一八〇四年
―
一八八一年） 。イギリスの政治家、小説家、貴族。
（
17）テジョ川河口の、アテロと反対側の埠頭。
（
18）ジュゼッペ・ヴェルディのオペラ。一八五三年初演。
（
19）サー・エドウィン・ヘンリー・ランドシーア 〇二
―
一八七三） 。イ
ギリスの画家。馬、犬、雌鹿などを描いた動物画で有名。
（
20）ジャン
=
バティスト・グルーズ（一七二五
―
一八〇六） 。フランスの画家。
市民生活に題材を求めた風俗画を多く描いた。
（
21）ピーテル・パウル・ルーベンス（一五七七
―
一六四〇） 。バロック期フラ
ンドルの画家。
